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八幡小学校3・4年生が灯ろうコンテスト最優秀賞
おめでとうございます。

吉舎親子ふれあいお茶教室のみなさんのご協力で
素敵なお茶席を設けることができました。
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第
謹
書
条
あ
い
祭
り
開
催
　
）

み
ん
な
で
作
っ
た
灯
ろ
う
が
川
面
を
彩
る

吉
舎
ふ
れ
あ
い
祭
り
㌢
征
委
員
会
で
は

8
月
1
5
日
　
（
木
）
　
第
2
6
回
吉
舎
ふ
れ
あ

い
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
祭
り
は
、
事
前
か
ら
、
学
校
や

町
民
の
み
な
さ
ま
に
た
く
さ
ん
の
お
力
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
町
民
参
加
の
す

ぼ
ら
し
い
祭
り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

6
時
3
0
分
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
れ
あ
い
広

場
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
吉
舎
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
や
、
1
2
0
周
年
を
迎
え
る

日
彰
館
高
校
の
P
R
が
あ
り
、
そ
の
後
、

吉
舎
町
出
身
の
歌
手
　
藤
千
春
さ
ん
の
オ

ン
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

縁
日
広
場
で
は
、
吉
舎
町
P
R
ブ
ー
ス

や
お
茶
席
、
ピ
ン
ポ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
の
中
、
た
く

さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
う
ち
わ
抽
選
会
で
は
広
島
や
呉

の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
遠
方
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

した。灯
ろ
う
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
1
3
組
の
応

募
が
あ
り
、
力
作
ぞ
ろ
い
の
中
か
ら
最
優

秀
賞
に
は
　
「
八
幡
小
学
校
3
・
4
年
生
」

の
《
大
好
き
だ
よ
・
馬
洗
川
》
が
輝
き
ま

した。川
面
を
彩
る
大
小
の
灯
ろ
う
と
2
千
発

の
花
火
で
、
み
な
さ
ま
に
　
「
光
の
夏
祭

り
」
　
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

今
年
も
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
協
力
し
合

い
、
祭
り
が
無
事
に
開
催
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
　
「
吉
舎
ふ
れ

あ
い
祭
り
」
　
が
県
北
の
夏
の
風
物
詩
と
し

て
、
た
く
さ
ん
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
も
の
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
吉
舎
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行
委
員
会

総
括
部
会
事
務
局
　
松
田
　
正
美
）



単純なゲームだけに奥が深い。

早朝からの各部会での準備作業、ありがとうございました。
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例年をはるかに上回る70人もの垂加をいただきました。
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花火募金へのご能力ありがとうございました。
来年も花火を打ち上げましょう！

辻のヒガンバナ開花状況は「三次市観光　facebook」で検索を！

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
季
節
で
音

全
国
的
に
有
名
な
辻
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
詳
生

地
を
は
じ
め
、
安
田
の
羽
場
地
区
や
徳
市
の

徳
市
西
地
区
な
ど
、
吉
舎
町
内
で
は
ヒ
ガ
ン

バ
ナ
の
詳
生
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
秋
、
町
内
散
策
を
楽
し
ん
で
み
ら
れ

て
は
い
か
が
で
す
か
？

き
の
こ
ま
つ
り

と
　
き
　
9
月
2
3
日
（
月
“
祝
）

場
　
所
　
吉
舎
い
こ
い
の
森
（
吉
舎
町
檜
）

日
　
程
　
朝
9
時
か
ら
受
付

朝
1
0
時
か
ら
入
山

朝
日
時
0
0
分
か
ら
判
定
会

参
加
費
　
2
0
0
0
円

（
昼
食
　
き
の
こ
ご
飯

き
の
こ
汁
つ
き
）

参
加
の
申
込
み

八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

℡

4

3

i

2

5

6

6

主
催
　
き
の
こ
ま
っ
り
実
行
委
員
会

共
催
　
八
幡
自
治
振
興
会
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い
祭
り
灯
ろ
う
コ
ン
テ
ス
ト

中
四
字
自
治
振
興
会

ア
ー
ト
賞
を
受
賞

8
月
1
5
日
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
灯
ろ
う
コ

ン
テ
ス
ト
に
中
四
字
自
治
振
興
会
が
出
展
し

見
事
ア
ー
ト
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

6
月
の
中
旬
か
ら
制
作
に
取
り
掛
か
り
骨

組
み
を
作
り
、
8
月
に
入
っ
て
紙
を
贈
り
色

を
塗
っ
て
の
作
業
で
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
か
か
っ

て
出
来
上
が
っ
た
鉄
腕
ア
ト
ム
を
、
1
5
日
の

朝
6
時
か
ら
吉
舎
支
所
前
の
川
に
据
付
を
し

て
夜
の
本
番
を
待
ち
ま
し
た
。

日
が
暮
れ
て
あ
か
り
を
灯
す
と
、
鮮
や
か

に
未
来
を
め
ざ
し
て
飛
び
上
が
る
鉄
腕
ア
ト

ム
が
浮
か
び
上
が
り
、
富
士
山
・
ア
ニ
メ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
中
、
ひ
と
き
わ
引
き

立
ち
ま
し
た
。

暑
い
中
制
作
に
あ
た
っ
た
み
な
さ
ん
の
笑

顔
が
見
え
ま
し
た
。
　
　
（
早
川
安
明
）
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盆踊りでは、大きな輪ができました。

看るごどきんさい偽544

『
神
楽
で
魅
了
』

8
月
1
4
日
　
（
水
）
　
八
幡
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

第
2
0
回
『
や
わ
た
ふ
れ
あ
い

の
夕
べ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

猛
暑
日
が
続
く
中
、
午
前
8

時
か
ら
会
場
設
営
、
テ
ン
ト
張

り
や
、
花
道
を
付
け
た
舞
台
作

り
を
午
前
中
で
終
了
し
、
午
後

7
時
開
演
。

八
幡
こ
ど
も
太
鼓
を
皮
切
り

に
、
カ
ラ
オ
ケ
や
、
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
、
盆
踊
り
、
そ
し
て
今

年
の
メ
イ
ン
は
穴
笠
神
楽
団
に

よ
る
神
楽
で
す
。

暑
い
中
、
衣
装
を
ま
と
い
面

を
か
ぶ
っ
て
汗
だ
く
だ
く
に
な

り
な
が
ら
の
神
楽
に
、
皆
さ
ん

熱
心
に
見
入
っ
て
お
ら
れ
、
舞

が
終
わ
る
と
拍
手
喝
采
で
し

た。
ま
た
、
舞
の
途
中
で
は
、
観

客
の
中
に
入
っ
て
い
き
お
客
さ

ん
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た。

売
店
で
は
、
暑
い
せ
い
か
冷

た
い
も
の
が
良
く
売
れ
喉
を
潤

し
て
い
ま
し
た
。

福
ま
き
の
景
品
提
供
を
し
て

頂
き
ま
し
た
、
地
域
の
事
業
主

の
皆
さ
ん
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
、
早
朝
か
ら
の

準
備
や
、
翌
日
の
後
片
付
け
を

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
　
　
　
（
野
上
清
治
）

や
わ
た
ふ
れ
あ
い
の
夕
べ

徳
市
恒
例
夏
の
イ
ベ
ン
ト

「
慰
安
の
夕
べ
」
　
開
催

8
月
1
4
日
（
水
）
午
後
8
時
煙
火
を
合
図

に
、
1
2
0
名
あ
ま
り
の
参
加
者
で
、
体
育

館
の
中
は
大
に
ぎ
わ
い
、
盆
踊
り
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

5
0
名
近
く
が
輪
に
な
っ
て
子
ど
も
の
太
鼓

に
合
わ
せ
、
口
説
き
や
楽
し
い
忍
た
ま
音

頭
・
吉
舎
音
頭
・
徳
市
音
頭
を
踊
り
ま
し

た。

演
芸
の
部
で
は
初
め
て
見
る
ブ
レ
イ
ク
ダ

ン
ス
で
盛
り
上
が
り
拍
手
喝
さ
い
。
地
域
の

小
中
高
の
子
ど
も
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
歌
や

ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

豪
華
景
品
の
当
た
る
福
引
・
花
火
・
バ

ザ
ー
な
ど
、
小
さ
い
な
が
ら
も
地
域
の
人
や

帰
省
さ
れ
た
方
々
と
の
楽
し
い
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
中
倉
政
子
）
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「
熱
中
症
の
症
状
と
予
防
」

2
5
年
度
吉
舎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
第
1

回
高
齢
者
の
集
い
を
7
月
2
4
日
（
水
）
　
1
3

時
5
0
分
よ
り
吉
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
約
5
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た。
第
一
部
は
、
田
中
医
院
の
岩
崎
先
生
に
よ

る
熱
中
症
に
つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。
体
温

並
み
の
気
温
の
中
で
、
汗
を
か
い
て
体
の
水

分
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
、
熱
が
体
に
こ

も
っ
た
状
態
を
言
い
、
死
に
い
た
る
危
険
も

あ
る
。
症
状
は
軽
症
で
め
ま
い
・
立
ち
く
ら

み
　
重
症
で
意
識
が
な
い
・
痙
攣
を
お
こ

す
・
ま
っ
す
ぐ
歩
け
な
い
。
重
症
の
場
合

は
、
救
急
車
を
呼
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
対

策
と
し
て
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く

て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
適
量
の
塩
分
の
補

給
を
す
る
。

第
二
部
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ゲ
ー
ム
・

軽
体
操
を
し
ま
し
た
。
暑
い
日
で
し
た
が
、

高
齢
者
の
方
が
積
坪
山
に
行
事
に
参
加
さ
れ

日
頃
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

き
、
そ
し
て
笑
い
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
一
日
で
し
た
。
　
　
　
（
吉
川
清
憲
）

吉
舎
公
園
整
備
作
業

吉
舎
自
治
振
興
会
は
8
月
度
の
吉
舎
公
園

整
備
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
に
は
地
元
西
田
住
宅
よ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
ご
支
援
を
頂
き
、
芝
刈

り
・
草
刈
り
・
ゴ
ミ
拾
い
・
集
草
な
ど
の
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
猛
暑
に
も
関
わ
ら
ず
、

大
人
の
方
や
子
供
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
道
具

を
持
っ
て
積
極
的
に
活
動
し
て
頂
い
た
お
か

げ
で
、
早
く
き
れ
い
に
整
備
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
も
活
動
計
画
に
沿
っ
て
管
理
作
業
を

実
施
し
、
い
つ
も
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
頂
け

る
吉
舎
公
園
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
藤
枝

常
会
長
様
は
じ
め
西
田
住
宅
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
松
浦
正
法
）

聞
出
園
田
圏
四
囲
照

安
田
ふ
れ
あ
い
納
涼
の
夕
べ

8
月
1
3
日
（
火
）
午
後
7
時
よ
り

安
田
小
学
校
運
動
場
で
開
催
し
、
約

3
5
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
会
場
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
た

た
め
に
一
体
感
が
増
し
、
盆
踊
り
、

安
田
カ
ラ
オ
ケ
シ
ョ
ー
、
お
楽
し
み

大
抽
選
会
と
み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
（
滝
上
洋
）

安
田
自
主
防
災
会

安
田
自
主
防
災
会
で
は
、
8
月
2
7
日
　
（
火
）
　
安

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
役
員
会
を
開
催
し
ま

した。班
長
（
集
落
代
表
者
）
　
を
は
じ
め
関
係
機
関
代
表

者
、
自
治
振
興
会
役
員
が
出
席
し
「
自
主
防
災
組
織

の
必
要
性
と
活
動
の
在
り
方
お
よ
び
活
動
事
例
」
、

「
集
落
防
災
マ
ッ
プ
」
　
の
利
活
用
等
に
つ
い
て
研

修
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

「
防
災
に
関
す
る
会
議
」
　
の
た
め
か
非
常
に
出
席

率
の
高
い
会
議
と
な
り
、
み
な
さ
ん
真
剣
に
説
明
を

聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
、
消
防
団
関
係
者
は
さ
ら
に
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
か
れ
、
「
集
落
防
災
マ
ッ
プ
」
を

使
っ
て
今
後
の
活
動
等
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
を
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
作
成
さ
れ
、
全
戸
配
布
さ
れ
る
「
集
落
防
災

マ
ッ
プ
」
を
各
集
落
、
各
家
庭
で
充
分
に
利
活
用

し
、
地
域
の
連
携
を
よ
り
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
防

災
の
心
構
え
や
知
識
を
更
に
高
め
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
、

「
も
し
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
自
分
は
ど
う
行
動
す
る
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「
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
看
板
」
を
設
置
し
ま
し
た

三
次
市
の
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
総
合
支
援

事
業
で
、
や
わ
た
散
策
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
看
板
を

コ
ミ
三
二
ア
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
設
置
し
ま

した。
八
幡
地
区
の
名
所
、
史
跡
な
ど
の
観
光
案

内
に
役
立
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

（
野
上
清
治
）

島
田
戴
造
至
福
の
宅
急
便
原
画
展

日
本
画
家
島
田
戴
造
氏
　
（
呉
市
、
1
9
4

3
i
）
　
の
画
集
「
至
福
の
宅
急
便
」
が
1
0
0

号
に
な
る
の
を
記
念
し
て
行
な
う
特
別
展
で
、

約
0
0
点
の
原
画
を
展
示
し
ま
す
。

至
福
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
響
き
渡
る
展
覧
会
に

お
そ
ろ
い
で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

［
期
間
］

9
月
1
2
日
　
（
木
）
　
～
1
0
月
6
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

月
曜
日
は
休
館
（
祝
日
を
除
く
）

※
初
日
は
、
午
前
1
0
時
か
ら
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
続
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
　
（
琴
の
演
奏
）

及
び
作
者
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま

す。
［
場
所
］
美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ

［
入
館
料
］
一
般
4
0
0
円
、
6
5
歳
以
上
3
0
0

円
、
高
校
生
2
0
0
円
、
中
学
生
以
下
及
び
障
害

者
手
帳
な
ど
所
持
者
・
介
助
者
は
無
料
。

●
町
内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

7
月
2
5
日
　
（
木
）
開
催

優

　

勝

　

　

吉

　

　

舎

準

優

勝

　

　

八

　

　

幡

3

　

位

　

　

I

A

吉

舎

支

店

●
町
内
少
年
女
性
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

8
月
2
5
日
　
（
日
）
　
開
催

優

　

勝

　

　

敷

　

　

地

準

優

勝

　

　

吉

　

　

舎

◎
開
催
日
　
1
0
月
1
4
日
　
（
祝
・
月
）

［
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
］

9
時
0
0
分
　
集
合
　
（
三
次
市
吉
舎
支
所
）

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動

9
時
0
0
分
　
力
イ
ハ
ラ
見
学
（
約
約
分
）

日
時
0
0
分
　
移
動
　
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

日
時
5
0
分
　
品
の
滝
散
策

1
2
時
0
0
分
　
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

1
2
時
5
0
分
　
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

作
り
に
挑
戦
（
約
0
0
分
）

1
4
時
0
0
分
　
移
動
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

1
4
時
5
0
分
　
解
散
　
（
三
次
市
吉
舎
支
所
）

※
吉
舎
町
ク
イ
ズ
に
答
え
て
、

素
敵
な
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
〓
‥

◎
㊧
加
嚢
　
1
人
3
0
0
円

（
昼
食
。
材
料
費
等
）

※
イ
ベ
ン
ト
当
日
、
集
金
し
ま
す
。

◎
申
込
み
　
9
月
2
0
日
（
金
）
ま
で
に
事
務

局
（
東
）
　
℡
4
3
－
3
1
1
2

へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
先
着
2
0
組
（
仙
名
）
を
定
員
と
し
ま
す
。

◎
お
問
合
せ

事
務
局
（
奥
田
　
剛
）

0
9
0
－
7
8
9
7
・
2
6
3
4

部
　
長
（
畑
中
幸
治
）

0
9
0
・
ヽ
　
∠
9
1
・
4
0
5
3

裏
口
ふ
れ
あ
い

『
き
さ
・
よ
い
と
こ
発
見
隊
』
が
発
足

し
て
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

毎
月
第
四
木
曜
日
を
会
合
の
日
と
決
め

て
、
い
か
に
吉
舎
の
よ
い
と
こ
ろ
を
発
見

し
、
発
信
し
て
い
け
る
か
を
「
わ
い
わ
い

が
や
が
や
」
楽
し
く
話
し
合
っ
て
き
ま
し

た。

こ
の
た
び
、
『
き
さ
・
よ
い
と
こ
発
見

隊
』
を
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
吉
舎

を
宣
伝
す
る
た
め
に
8
月
1
5
日
の
　
「
吉
舎

ふ
れ
あ
い
祭
り
」
　
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

お
そ
ろ
い
の
ロ
ゴ
入
り
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で

皆
様
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
お
い
で
い
た
だ
い
た
皆
様

に
、
冷
た
い
吉
舎
産
の
は
ぶ
そ
う
茶
を
差

し
上
げ
て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

吉
舎
町
内
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
や
三
次
市
内
観

光
ガ
イ
ド
を
配
布
し
ま
し
た
。

町
外
か
ら
こ
ら
れ
た
方
々
は
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
『
吉
舎
ふ
れ
あ
い
祭
り
』

を
知
り
来
ま
し
た
。
」
と
の
こ
と
で
し

た。

ま
た
、
三
次
か
ら
こ
ら
れ
た
方
は
、

「
孫
が
夏
休
み
で
泊
ま
り
に
来
て
い
た
の

で
『
吉
舎
ふ
れ
あ
い
祭
り
』
を
見
せ
た
い

と
思
い
連
れ
て
来
ま
し
た
。
」
と
の
こ
と

で
、
多
く
の
方
が
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。『

き
さ
・
よ
い
と
こ
発
見
隊
』
は
、
こ

れ
か
ら
も
吉
舎
の
よ
い
と
こ
ろ
を
発
見

し
、
発
信
し
て
行
く
こ
と
で
、
皆
様
に
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
吉
舎
が
通
過
地

点
で
は
な
く
、
立
ち
寄
り
地
点
と
な
る
よ

う
隊
員
一
同
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
（
池
上
保
雄
）
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こんにちは吉舎図書館です
㊨9月の新着図書案内（7月21日～8月20日受入分）

【－牧童】
面白いほどよく

A

天佑
ホテルローヤル
泣き董（なきわら

【児童書】
サザエさんと日本を旅
きょうりゆういっぱい
原子力のサバイバル

他人の心理学
がたり

一ル
か／さぐえ〈よ

ウアー／　〈よみも
マルタ・アルテス／さく　〈

あるよ　　　かべや　ふよう／絵〈え

貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。

など23冊

命移動図書館車“ころぶっくる号’’運行予定
9月10日11時30分

13時

9月24日13時

16時

9月26日　12時15分

13時

14時

15時

16時

10月8日11時30分

13時

～12時30分

～14時

～15時

～17時

－12時45分

～13時45分

～14時30分

～15時30分

～16時30分

一12時30分

～14時

吉舎保健センター

安田小学校
吉舎小学校

吉舎保育所
カイハラ産業

八幡小学校

吉舎保鍵センター

徳市自治交流センター
吉舎中学校
吉舎保健センター
安田小学校

地域の皆さんにもご利用いただけます。貸出カードがあれば簡単
に貸出しできます。
まだ、貸出カードをお持ちでない方は、訪問日に登録させていただ
きます。印鑑・免許証など本人確認ができるものを持っておいでく
ださい。ころぶっくる号のご利用は、すべて無料です。

子ども達が毎日使う

食器、念入りに洗いま

した。

懸議・・緩遜遜霧灘ii 
緩”“‘；綬演 �� � ��塗蟹‾‾闇閲‘’ 

上 �� � �＼∴蕊墨葵 ��玉ネギ、人参、手切り でトントントン。 大きさが違うのも良い ところ。 綬・・ ．なま：：． 　◆ 熟語．灘議題 1電 ���．∴「∴：1幾 � 

高　　・‥：i懸懇願轡 ��� �≡；；※；畿：．茎饗 �� 

7　貴名こどきんさいM64

ど23冊

◆今月のひとこと
「しつけや子育てをめぐって、子ども夫婦と

の間に意見の衝突が生じるのは、日常茶飯で

す。わが子といえども、親になり、一家を構えて

います。日々の暮らしの中で、パートナーの考

え方や生活習慣の影響も受けていることでしょ

う。ライフスタイルも価値観も、異なって当たり

前。その点に気づかないと、思わぬ落とし穴に

はまってしまいます。」

「『人生案内』孫は来てよし、かえってよし」

大日向　雅美／著　より

★魂は塔し広璃★

とき：IOR5日（土）iO時期分から

テーマ：「祝いしい絵本」

◆綿の花が咲きました
～そだててあそほう「わた・ワタ・綿」講座～

5月12日に種まきをしたわた。それぞれのペース

で、ただ今成長中です。
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ち
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よ
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〈
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〈
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ゆ
よ
ー
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〉
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ゆ
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し
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よ
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〉〉晶〉〉

〉　　な

閉
園
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∵

÷
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・

●

▲

第
2
回
講
座
で
は
、
こ
ま

（
わ
た
の
繊
維
に
よ
り
を
か

け
て
糸
に
す
る
道
具
）
・
機
織

り
機
（
糸
を
布
に
す
る
道

具
）
を
、
手
作
り
し
ま
し
た
。

わ
た
の
繊
維
に
撚
り
を
か

け
る
た
め
に
く
る
く
る
回
す

と
、
愉
快
な
こ
と
が
起
こ
り

そ
う
な
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
こ
ま
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
し
お
り
を
作
る
た

め
の
小
さ
な
小
さ
な
機
織
り

機
づ
く
り
は
、
細
か
な
作
業

で
し
た
が
、
集
中
し
て
頑
張

る
姿
が
と
っ
て
も
素
敵
で
し

た。
日
月
に
は
、
実
っ
た
コ
ッ
ト

ン
ボ
ー
ル
を
持
ち
寄
り
、
糸

を
つ
く
り
、
染
め
を
体
験
す

る
予
定
で
す
。

騎
調
理
塀
も
少
し
頁
体
軸

～
吉
舎
学
校
給
食
共
同
調
理
場
か
ら
～

7
月
～
8
月
、
小
中
学
校
は
夏
休
み
期
間
の
た

め
給
食
が
い
り
ま
せ
ん
。
夏
休
み
の
な
い
保
育
所

分
だ
け
を
作
る
の
で
、
（
規
模
を
縮
小
し
て
）
調
理

場
は
い
つ
も
よ
り
静
か
で
し
た
。

調
理
場
で
は
こ
の
期
問
に
、
器
具
“
機
械
。
用
具
”

場
内
外
の
清
掃
・
点
検
・
修
理
を
重
点
的
に
行
い

ま
し
た
。

日
頃
気
に
な
っ
て
い
る
所
、
で
き
な
い
所
を
行

う
、
も
っ
ぱ
ら
年
の
瀬
の
大
掃
除
で
す
。
（
年
末
も

そ
れ
な
り
に
や
り
ま
す
。
）

ま
た
、
こ
の
期
間
は
保
育
所
の
給
食
だ
け
な
の

で
、
普
段
は
大
き
な
機
械
で
野
菜
な
ど
を
切
る
と

こ
ろ
を
、
調
理
員
が
手
で
切
り
調
理
し
ま
し
た
。

さ
な
が
ら
、
『
工
場
』
か
ら
『
作
業
所
』
に
な
っ
た
よ

う
で
し
た
。

9
月
か
ら
、
ま
た
い
つ
も
通
り
給
食
が
始
ま
り
ま

し
た
。7

月
～
8
月
は
、
再
ス
タ
ー
ト
の
た
め
の
有
意

義
な
『
夏
休
み
』
で
し
た
。
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「元気でおる～？」敷地塩野地区いきいきふれあいサロン「白雪会」

鶉どうなった？どうなる？あの工事～町内での事業・工事につ。て、質問にお答えしますへ 

i　　　質問 �入札状況 �工事内容 �実施時期 
I E橋整備工事の状況は？ �入札済み �下部工・上部工他 �今年度行う予定です。 

毘沙門橋の整備工事も進んでるの？ �入札済み �下部工・歩道欄干塗装他 �今年度行う予定です。 

敷地中央線改良は？ �入札準備中 �用地測量 �［26年に施工予定です。 

市道木信線改良はどの程度？ �入札準備中 �W＝5．Om　L＝78m �今年度行う‾予定です。 
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繚
吉
舎
地
域
審
議
会

8
月
2
0
日
（
火
）
、
三
次
市
吉
舎
支
所
で

今
年
度
第
1
回
目
の
吉
舎
地
域
審
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
か
ら
博
年
目
を
迎
え
、
合
併

時
に
策
定
さ
れ
た
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
計
画
期
間
も
平
成
2
6
年
度
ま
で
残
す
と

こ
ろ
あ
と
l
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

′
　
第
1
回
目
の
地
域
審
議
会
で
は
、
計
画
に

位
置
付
け
た
吉
舎
町
内
の
道
路
や
施
設
の

整
備
の
う
ち
未
着
手
の
事
業
に
つ
い
て
今
後

の
取
扱
い
を
審
議
し
ま
し
た
。

今
後
も
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
の
必
要
性
に
つ

い
て
継
続
し
て
審
議
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

次
回
審
議
会
は
、
9
月
1
7
日
（
火
）
に
開
催

予
定
で
す
。

吉
舎
町
高
齢
者
・
児
童
等
支
援
連
絡
会
議

撥
い
い
と
－
」
み
～
つ
け
た
！

～
ほ
っ
こ
り
ス
ポ
ッ
ト
紹
介
～

「
毎
日
暑
い
ね
～
、
元
気
で
お
る
？
」

「
こ
の
間
も
ら
っ
た
漬
物
が
お
い
し
か
っ
た
ん
よ
、
あ
り
が
と

う。」

集
ま
っ
た
ら
、
ま
ず
は
お
し
ゃ
べ
り
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

普
段
、
家
で
は
あ
ま
り
会
話
が
弾
ま
な
い
方
も
、
こ
こ
に
来
る

と
自
然
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
笑
っ
た
り
…
。
ご
近
所
同
士
で
は

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
月
に
1
回
、
こ
こ
に
集
ま
る
の
が
と
て

も
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

塩
野
地
区
の
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
塩
野
集
会
所
で

ほ
ぼ
月
1
回
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

代
表
の
丸
田
さ
ん

は
、
　
「
み
な
さ
ん
が

楽
し
み
に
し
て
き
て

く
だ
さ
る
の
で
、
準

備
す
る
こ
ち
ら
も
い

ろ
い
ろ
考
え
る
ん
で

す
よ
。
」
　
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
吉
舎
中

学
生
の
職
場
体
験
の

生
徒
さ
ん
も
一
緒
に

出
前
講
座
で
来
て
く

だ
さ
っ
た
健
康
運
動

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

政
倉
さ
ん
の
運
動
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

集
会
所
ま
で
歩
い

て
き
て
、
お
し
ゃ
べ

り
し
て
、
笑
っ
て
…

み
ご
と
な
介
護
予
防

で
す
ね
－
・
I
・

ふ
れ
あ
い
講
座
を
開
催
し
ま
す

松
野
明
美
さ
ん
の
講
演
会

吉
舎
町
内
の
各
地
区
社
協
が
協
力
し
て
、

「
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
松
野

明
美
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の
講
演
会
で
す
。

ダ
ウ
ン
症
と
い
う
陣
が
い
を
持
っ
て
生
ま

れ
た
次
男
の
日
々
の
成
長
や
笑
顔
に
触
れ

て
、
子
育
て
で
大
切
な
こ
と
や
、
息
子
の
陸

が
い
に
向
き
合
っ
て
家
族
と
共
に
歩
ん
で
き

た
日
々
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

〃
と
き
　
1
0
月
6
日
　
（
日
）

1
3
時
0
0
分
～
　
（
約
7
0
分
）

〃
会
場
　
吉
舎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

・
講
師
　
松
　
野
　
明
　
美
さ
ん

（
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
）

〃
演
題
「
い
ち
ば
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

い
い
ん
だ
ね

～
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
～
」

・
主
催
　
吉
舎
町
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
会

※
入
場
無
料

（
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
）

。
お
問
合
せ
先

三
次
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
吉
舎
支
所

電
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駿未来の吉舎町は！？
～中学生　職場体験～

8月19日（月）～23日（金）の5日間、吉舎中学校2年生の伊藤

君と吉岡君が吉舎支所に職場体験にやってきました。

吉舎支所の役割を学んだり、親子で来所された方が手続きしやす
いようにキッズスペースの整備を行いました。子どもさんと来所され

た際はどうぞ利用ください。

この間の防災無線も中学生の放送でしたが、いかがでしたか？

ゆっくり・滑舌よく話すよう気をつけていました。

未来（2，025年）の吉舎町についても想像。

広島県の出している三次市の人口推計から、吉舎町の将来の人
口を推計し、人口グラフを作り、分析をしました。
・女性やお年寄りが多くなる

・近所の家やお店が少なくなる？

“子どもが少なくなり、学校の先生が減る？

でも！
・お年寄りが多いのはいいこと！

・楽しいまちにして、他の町から来てほしい

12年後の未来、大人になった2人は吉舎に住んでいるのかな？

どんな町になっているのかな？

職場体験でさまざまな事を経験し、将来の選択肢を増やしていっ
てもらいたいと思います。

2，013年人口（7／31） �男　十990人 �女　2，342人 �計　4，332人 

2，025年人口（推計） �男1，750人 �女　2，024人 �計　3，774人 

吉舎ふるさとプラザか烏みよ子押し農作品居　能認許2諒館：火曜。 XalO4情報 

i”“““’“““““““””8°““8°““““““““““〝〇°“〝〝““““◆掴持3°楓、e謹ee㊨評㊧⑧暮＄群雄0 …とき10月23日（水）1。時～12時　詣　　　　； 

；内容「焼きソバ」　会費　200円程度　一　誌　子育て支援センターの出前広場を開催　驚 
S ：会場吉舎保健センタ－　　　　　　　　：会　します。のびのびと遊びましょう！　㊧ 

〇 〇 〇 ◆●〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 ◆〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 …審議 ：とき9月19日（ S ：内容「つくって ：会場吉舎保健セ ○ ● ◆000000〇〇〇〇〇〇〇 �　　とき‥10月1日（火）Qe 　10時30分～11時30分● 轟商議窮歯㌻…「悪吉富：「票諜器荒行等，」嵩 木）10時～　お問合せ：三良坂子育て支援センター絹 　　　子 ンター　∴　「 

9　看ることさんざl一飯754
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離みんなおいで～！楽しいよ！おいしいよ！
～母子保健推進員さんによる「子育てほっとサロン」のお知らせ～

7月18日（木）母子保健推進員さんによる子育てほっとサロンが開催されました。

恒例のプール遊びにそうめん流しです！！

本物の竹の中を流れてくるそうめん。みんなの目はランラン。

推：「流したよ～」

母：「キヤ～きたきた」「きゃーとれんかった！」「‥・」（忙しくて無言）

子：「トマトがきた～0」「かあさん、僕にもとって～」

食べなくてもせっせっとトマトをすくう子や、グーの手で箸を握ってとにかくそうめんめかすて箸をのばす子や・

参加者みんなで、わいわいにぎやかにいただきました。

「あ～楽しかった！おいしかった！」

お母さん同士の会話も弾み、日頃の育児ストレスからも解放されるひと時でした。

次回は、9月19日（木）10時から吉舎保健センターにて。

お家におられる子どもさんと保護者の方、ぜひお越しください。

∴予∴．∴　　∴∴∵「「：∴ 

熊∴∴＼∴ ��　　　　：∴＼ ヾ∴＼：∴ 
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畿i緩 �∴∴∴ �「：∴「∴ヾ＼：∴∴、　∴∴∴∴ 　　軽薄諦繍黙雷1 

∴∴蕊十∴∴∴∴； 

∴電＿運題／整五豊田王性 �龍三言霊8回園田饗l　　●言　　霊　軸 �囲i殿田＿三‾二 

9月15日（日）11：00～ �中四字地区敬老会 �中四字コミュニティセンター 

9月15日（日）10：30～ �八幡地区敬老会 �八幡小学校体育館 

9月16日（月）1十00～ �敷地地区敬老会 �敷地寿会館 

9月16日（月）11：30～ �吉舎地区敬老会 �吉舎生涯学習センター 

9月17日（火）14：00－ �第2回吉舎地域審議会 �三次市吉舎支所 

9月23日（月）9：00～ �いこいの森　きのこまつり �吉舎いこいの森（吉舎町桧） 

9月27日（金）10：00～ �きき楽生塾講演会「笑いヨガ」講師：河原田聡美 �吉舎生涯学習センター 

9月29日（日）10：00～ �吉舎地区防災訓練（吉舎地区） �吉舎保健センター、吉舎公園（防災ヘリの離発着） 

10月　6日（日）8：00～ �花いっぱい運動（吉舎地区） �吉舎コミュニティセンター 

10月　6日（日）13：30～ �ふれあい講座　講師：松野明美　（社協） �吉舎生涯学習センター 

10月12日（土）21：00～ �辻八幡神社「神殿入」 �辻八幡神社 

韓覇幣韓繭鶴繭聴鱒接穂鮮鵜
発行“編集／『まるごときんさい』編集委員会吉舎町自治振興連合会三次市吉舎町吉舎718番地1電話・FAX：43－7272

三次市吉舎支所　　　三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112　FAX：43－3062
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